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(57)【要約】
【課題】　録音条件を設定する操作を容易にすること。
【解決手段】　ＩＣレコーダは、第１および第２指向性
マイクロホンと、第１および第２指向性マイクロホンそ
れぞれが指向する方向を第１～第３方向パターンのいず
れかに切り換えるダイヤルと、方向パターンを検出する
検出部７１と、第１および第２指向性マイクロホンによ
り集音される音に複数種類の処理を実行し、記録する録
音部と、録音部が複数種類の処理を実行するためのパラ
メータを設定する設定部７５と、第１～第３方向パター
ンそれぞれに対して、パラメータを複数種類の処理ごと
に関連付けて記憶するＥＥＰＲＯＭと、を備え、設定部
７５は、検出部７１により方向パターンが検出される場
合、検出された方向パターンに関連付けられている複数
種類の処理を実行するためのパラメータに設定する。
【選択図】　　　　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　指向性を有し、集音した音を出力する複数のマイクロホンと、
　前記複数のマイクロホンそれぞれが指向する方向を、予め定めた複数の方向パターンの
いずれかに切り換える切換手段と、
　前記複数の方向パターンのうち前記切換手段により切り換えられた方向パターンを検出
する検出手段と、
　前記複数のマイクロホンにより集音される音に複数種類の処理を実行し、処理された音
を記録する録音手段と、
　前記録音手段が前記複数種類の処理を実行するためのパラメータを設定する設定手段と
、
　前記複数の方向パターンそれぞれに対して、前記録音手段が前記複数種類の処理を実行
するために用いるパラメータを前記複数種類の処理ごとに関連付けて記憶する記憶手段と
、を備え、
　前記設定手段は、前記検出手段により前記切換手段により切り換えられた方向パターン
が検出される場合、該方向パターンに関連付けられている複数種類の処理を実行するため
のパラメータに設定する、録音装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、前記検出手段により前記切換手段により切り換えられた方向パターン
が検出される場合、ユーザによる切換指示を受け付ける切換指示受付手段を含み、前記切
換指示が受け付けられることを条件に、前記検出された方向パターンに関連付けられてい
る複数種類の処理を実行するためのパラメータに設定する、請求項１に記載の録音装置。
【請求項３】
　前記記憶手段は、前記複数の方向パターンの数以上の複数のシーンそれぞれに対して、
前記録音手段が前記複数種類の処理を実行するために用いるパラメータを前記複数種類の
処理ごとに関連付けて記憶し、前記複数の方向パターンそれぞれは、前記複数のシーンの
いずれか１つに対応付けられ、
　ユーザによる前記少なくとも１つのシーンのうちから１つの選択を受け付ける選択受付
手段を、さらに備え、
　前記設定手段は、前記選択受付手段によりユーザによる選択が受け付けられることに応
じて、前記複数のシーンのうち前記ユーザにより選択されたシーンに関連付けられている
複数種類の処理を実行するためのパラメータに設定する、請求項１または２に記載の録音
装置。
【請求項４】
　ユーザによる変更指示を受け付ける変更指示受付手段と、
　前記受け付けられた変更指示に従って、前記複数のシーンそれぞれに対して、前記複数
種類の処理ごとに関連付けられたパラメータを変更する変更手段と、をさらに備えた請求
１～３のいずれかに記載の録音装置。
【請求項５】
　前記複数種類の処理は、マイク感度を調整するマイク感度調整処理、入力レベルを適切
なレベルに調節するオートレベルコントロール処理と、低域の音を補正する低域補正処理
と、低域の音をカットするローカットフィルタ処理、音声信号を符号化する符号化処理、
音量レベルを所定の値以下にする録音ピークリミッタ処理、予め定められた時刻に録音を
開始するセルフタイマ処理および無音の部分をカットするＶＡＳ処理のうちから選ばれた
少なくとも１つを含む、請求項１～４のいずれかに記載の録音装置。
【請求項６】
　指向性を有し、集音した音を出力する複数のマイクロホンと、
　前記複数のマイクロホンそれぞれが指向する方向を、予め定めた複数の方向パターンの
いずれかに切り換える切換手段と、を備えた録音装置で実行される録音条件設定方法であ
って、
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　前記複数の方向パターンのうち前記切換手段により切り換えられた方向パターンを検出
するステップと、
　前記複数のマイクロホンにより集音される音に複数種類の処理を実行し、処理された音
を記憶手段に記憶するステップと、
　前記録音するステップにおいて前記複数種類の処理を実行するためのパラメータを設定
するステップと、
　前記複数の方向パターンそれぞれに対して、前記録音するステップにおいて前記複数種
類の処理を実行するために用いるパラメータを前記複数種類の処理ごとに関連付けて記憶
するステップと、を含み、
　前記設定するステップは、前記検出するステップにおいて前記切換手段により切り換え
られた方向パターンが検出される場合、該方向パターンに関連付けられている複数種類の
処理を実行するためのパラメータに設定するステップと含む、録音条件設定方法。
【請求項７】
　指向性を有し、集音した音を出力する複数のマイクロホンと、
　前記複数のマイクロホンそれぞれが指向する方向を、予め定めた複数の方向パターンの
いずれかに切り換える切換手段と、を備えた録音装置を制御するコンピュータで実行され
る録音条件設定プログラムであって、
　前記複数の方向パターンのうち前記切換手段により切り換えられた方向パターンを検出
するステップと、
　前記複数のマイクロホンにより集音される音に複数種類の処理を実行し、処理された音
を記憶手段に記憶するステップと、
　前記録音するステップにおいて前記複数種類の処理を実行するためのパラメータを設定
するステップと、
　前記複数の方向パターンそれぞれに対して、前記録音するステップにおいて前記複数種
類の処理を実行するために用いるパラメータを前記複数種類の処理ごとに関連付けて記憶
するステップと、を前記コンピュータに実行させ、
　前記設定するステップは、前記検出するステップにおいて前記切換手段により切り換え
られた方向パターンが検出される場合、該方向パターンに関連付けられている複数種類の
処理を実行するためのパラメータに設定するステップと含む、録音条件設定プログラム。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、録音装置、録音条件設定方法および録音条件設定プログラムに関し、特に
、複数のマイクロホンを備えた録音装置、その録音装置で実行される録音条件設定方法お
よび録音条件設定プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　指向性のマイクロホンと無指向性のマイクロホンとを備え、指向性のマイクロホンから
の音声信号を記録する録音条件と無指向性のマイクロホンからの音声信号を記録する録音
条件とに切換可能な音声記録再生装置が、特開２００４－２５４０７４号公報（特許文献
１）に記載されている。
【０００３】
　しかしながら、録音条件の切換は、ユーザが音の発生する発声源を判断し、指向性のマ
イクロホンと無指向性のマイクロホンとのいずれが音声信号を記録するのに適しているか
を判断しなければならない。また、従来は、録音条件を切り換えるために、メニュー画面
などからその下位の階層に配置された録音条件を切り換えるための画面を表示させて、録
音条件を切り換えなければならず、録音条件を切り換えるための操作が煩雑になるといっ
た問題があった。
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【特許文献１】特開２００４－２５４０７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この発明は、上述した問題点を解決するためになされたもので、この発明の目的の１つ
は、録音条件を設定する操作を容易にした録音装置を提供することである。
【０００５】
　この発明の他の目的は、録音条件を設定する操作を容易にした録音条件設定方法を提供
することである。
【０００６】
　この発明の他のさらに目的は、録音条件を設定する操作を容易にした録音条件設定プロ
グラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した目的を達成するためにこの発明のある局面によれば、録音装置は、指向性を有
し、集音した音を出力する複数のマイクロホンと、複数のマイクロホンそれぞれが指向す
る方向を、予め定めた複数の方向パターンのいずれかに切り換える切換手段と、複数の方
向パターンのうち切換手段により切り換えられた方向パターンを検出する検出手段と、複
数のマイクロホンにより集音される音に複数種類の処理を実行し、処理された音を記録す
る録音手段と、録音手段が複数種類の処理を実行するためのパラメータを設定する設定手
段と、複数の方向パターンそれぞれに対して、録音手段が複数種類の処理を実行するため
に用いるパラメータを複数種類の処理ごとに関連付けて記憶する記憶手段と、を備え、設
定手段は、検出手段により切換手段により切り換えられた方向パターンが検出される場合
、該方向パターンに関連付けられている複数種類の処理を実行するためのパラメータに設
定する。
【０００８】
　この局面に従えば、複数のマイクロホンそれぞれが指向する方向が予め定めた複数の方
向パターンのいずれかに切り換えられると、切り換えられた方向パターンが検出され、複
数のマイクロホンにより集音される音に複数種類の処理を実行するために用いるパラメー
タが、検出された方向パターンに関連付けられている複数種類の処理を実行するためのパ
ラメータに設定される。このため、ユーザは複数のマイクロホンそれぞれが指向する方向
を、複数の方向パターンのいずれかに切り換える操作だけで、複数のマイクロホンにより
集音される音に複数種類の処理を実行するために用いるパラメータを設定することができ
る。その結果、録音条件を設定する操作を容易にした録音装置を提供することができる。
【０００９】
　好ましくは、設定手段は、検出手段により切換手段により切り換えられた方向パターン
が検出される場合、ユーザによる切換指示を受け付ける切換指示受付手段を含み、切換指
示が受け付けられることを条件に、検出された方向パターンに関連付けられている複数種
類の処理を実行するためのパラメータに設定する。
【００１０】
　この局面に従えば、切り換えられた方向パターンが検出される場合、ユーザによる切換
指示が受け付けられることを条件に、検出された方向パターンに関連付けられている複数
種類の処理を実行するためのパラメータに設定される。このため、方向パターンを切り換
えた後に、切換指示が受け付けられなければ、対応テーブルにより検出された方向パター
ンに関連付けられた複数種類の処理を実行するためのパラメータに設定されないので、複
数のマイクロホンそれぞれが指向する方向だけを切り換えることができる。
【００１１】
　好ましくは、記憶手段は、複数の方向パターンの数以上の複数のシーンそれぞれに対し
て、録音手段が複数種類の処理を実行するために用いるパラメータを複数種類の処理ごと
に関連付けて記憶し、複数の方向パターンそれぞれは、複数のシーンのいずれか１つに対
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応付けられ、ユーザによる少なくとも１つのシーンのうちから１つの選択を受け付ける選
択受付手段を、さらに備え、設定手段は、選択受付手段によりユーザによる選択が受け付
けられることに応じて、複数のシーンのうちユーザにより選択されたシーンに関連付けら
れている複数種類の処理を実行するためのパラメータに設定する。
【００１２】
　この局面に従えば、ユーザによる少なくとも１つのシーンのうちから１つの選択が受け
付けられることに応じて、複数のシーンのうちユーザにより選択されたシーンに関連付け
られている複数種類の処理を実行するためのパラメータに設定される。このため、ユーザ
は複数のシーンのうちから１つを選択する操作をすれば、複数のマイクロホンそれぞれが
指向する方向と関係なく、複数のマイクロホンにより集音される音に複数種類の処理を実
行するために用いるパラメータを設定することができる。
【００１３】
　好ましくは、ユーザによる変更指示を受け付ける変更指示受付手段と、受け付けられた
変更指示に従って、複数のシーンそれぞれに関連付けられている複数種類の処理を実行す
るためのパラメータを変更する変更手段とをさらに備える。
【００１４】
　この局面に従えば、複数のシーンそれぞれに対して、複数種類の処理ごとに関連付けら
れているパラメータを、ユーザの好みにあった値に変更することができる。
【００１５】
　好ましくは、複数種類の処理は、マイク感度を調整するマイク感度調整処理、入力レベ
ルを適切なレベルに調節するオートレベルコントロール処理と、低域の音を補正する低域
補正処理と、低域の音をカットするローカットフィルタ処理、音声信号を符号化する符号
化処理、音量レベルを所定の値以下にする録音ピークリミッタ処理、予め定められた時刻
に録音を開始するセルフタイマ処理および無音の部分をカットするＶＡＳ処理のうちから
選ばれた少なくとも１つを含む。
【００１６】
　この発明の他の局面によれば、録音条件設定方法は、指向性を有し、集音した音を出力
する複数のマイクロホンと、複数のマイクロホンそれぞれが指向する方向を、予め定めた
複数の方向パターンのいずれかに切り換える切換手段と、を備えた録音装置で実行される
録音条件設定方法であって、複数の方向パターンのうち切換手段により切り換えられた方
向パターンを検出するステップと、複数のマイクロホンにより集音される音に複数種類の
処理を実行し、処理された音を記憶手段に記憶するステップと、録音するステップにおい
て複数種類の処理を実行するためのパラメータを設定するステップと、複数の方向パター
ンそれぞれに対して、録音するステップにおいて複数種類の処理を実行するために用いる
パラメータを複数種類の処理ごとに関連付けて記憶するステップと、を含み、設定するス
テップは、検出するステップにおいて切換手段により切り換えられた方向パターンが検出
される場合、該検出された方向パターンに関連付けられている複数種類の処理を実行する
ためのパラメータに設定するステップと含む。
【００１７】
　この局面に従えば、録音条件を設定する操作を容易にした録音条件設定方法を提供する
ことができる。
【００１８】
　この発明のさらに他の局面によれば、録音条件設定プログラムは、指向性を有し、集音
した音を出力する複数のマイクロホンと、複数のマイクロホンそれぞれが指向する方向を
、予め定めた複数の方向パターンのいずれかに切り換える切換手段と、を備えた録音装置
を制御するコンピュータで実行される録音条件設定プログラムであって、複数の方向パタ
ーンのうち切換手段により切り換えられた方向パターンを検出するステップと、複数のマ
イクロホンにより集音される音に複数種類の処理を実行し、処理された音を記憶手段に記
憶するステップと、録音するステップにおいて複数種類の処理を実行するためのパラメー
タを設定するステップと、複数の方向パターンそれぞれに対して、録音するステップにお
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いて複数種類の処理を実行するために用いるパラメータを複数種類の処理ごとに関連付け
て記憶するステップと、をコンピュータに実行させ、設定するステップは、検出するステ
ップにおいて切換手段により切り換えられた方向パターンが検出される場合、該方向パタ
ーンに関連付けられている複数種類の処理を実行するためのパラメータに設定するステッ
プと含む。
【００１９】
　この局面に従えば、録音条件を設定する操作を容易にした録音条件設定プログラムを提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】ＩＣレコーダの平面図である。
【図２】第１方向パターンの一例を示す図である。
【図３】第２方向パターンの一例を示す図である。
【図４】第３方向パターンの一例を示す図である。
【図５】ＩＣレコーダのハードウェア構成の概要を示す機能ブロック図である。
【図６】ＣＰＵの機能の概要をＥＥＰＲＯＭに記憶されるデータとともに示す機能ブロッ
ク図である。
【図７】基本画面の一例を示す図である。
【図８】シーン選択画面の一例を示す図である。
【図９】対応テーブルの一例を示す図である。
【図１０】方向パターンテーブルの一例を示す図である。
【図１１】第１推奨シーン決定画面の一例を示す図である。
【図１２】第２推奨シーン決定画面の一例を示す図である。
【図１３】第３推奨シーン決定画面の一例を示す図である。
【図１４】録音処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図１５】第１録音設定処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図１６】パラメータ設定処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図１７】第２録音設定処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。以下の説明では同一の部
品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じである。したがってそれ
らについての詳細な説明は繰返さない。
【００２２】
　図１は、ＩＣレコーダの平面図である。図１を参照して、ＩＣレコーダ１は、集音部５
と、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）６５と、操作部７とを含
む。なお、図中の点線および矢印は、説明のために付したもので、実際には存在しない。
ＬＣＤ６５は、ＩＣレコーダ１の正面に設けられ、画像を表示する。また、画像を表示可
能であれば、ＬＣＤ６５に代えて、有機ＥＬＤ（Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃ
ｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等のディスプレイを用いるようにしてもよい。
【００２３】
　操作部７は、ＩＣレコーダ１の正面に配置された複数のハードキーを含み、複数のハー
ドキーそれぞれは通常はＯＦＦであるが、ユーザにより押下されるとＯＮになる。複数の
ハードキーは、第１ファンクションボタン９と、第２ファンクションボタン１０と、停止
ボタン１３と、録音ボタン１５と、コントロールボタン１７と、決定ボタン１９と、リス
トボタン２１と、メニューボタン２３とを含む。
【００２４】
　第１ファンクションボタン９および第２ファンクションボタン１０それぞれは、ＬＣＤ
６５の所定の位置に表示されるソフトキーに対応する。操作部７は、ユーザが第１ファン
クションボタン９を押下すると、第１ファンクションボタン９に対応するソフトキーが押
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下されたことを示す信号を出力する。ユーザが第２ファンクションボタン１０を押下する
と、第２ファンクションボタン１０に対応するソフトキーが押下されたことを示す信号を
出力する。このため、ＬＣＤ６５に複数種類のソフトキーを表示することができる。
【００２５】
　録音ボタン１５は、録音の開始を指示する操作が割り当てられたボタンである。決定ボ
タン１９は、音の再生を指示する操作が割り当てられたボタンである。停止ボタン１３は
、音の再生の停止を支持する操作が割り当てられたボタンである。リストボタン２１は、
録音された音データの名称の一覧および／または音データを格納するフォルダの名称の一
覧の表示を指示する操作が割り当てられたボタンである。メニューボタン２３は、メニュ
ー画面の表示を指示する操作が割り当てられたボタンである。メニュー画面は、ＩＣレコ
ーダ１が有する複数の機能を実行するための設定値を設定するための複数の設定画面を表
示させるための画面であり、複数の機能の名称が選択可能に一覧表示される画面である。
複数の機能は、録音機能、再生機能、ファイル編集機能を含む。
【００２６】
　コントロールボタン１７は、上ボタン１７Ａと、下ボタン１７Ｂと、右ボタン１７Ｃと
、左ボタン１７Ｄとを含む。上ボタン１７Ａ、下ボタン１７Ｂ、右ボタン１７Ｃおよび左
ボタン１７Ｄは、ＬＣＤ６５に表示される選択肢を選択する操作、ＬＣＤ６５に表示され
る画面を切り換える操作等を受け付ける。
【００２７】
　集音部５は、ダイヤル２５と、第１指向性マイクロホン４５と、第２指向性マイクロホ
ン４７と、無指向性マイクロホン４９とを備える。ダイヤル２５は、ＬＣＤ６５の表示面
に垂直な回転軸を中心に回転可能に集音部５に取り付けられている。ダイヤル２５は、集
音部５の外側に突出する突起部２６を有する。突起部２６は、集音部５の外側に突出する
ので、ユーザは、突起部２６に触れることができ、さらに、突起部２６に力を加えること
によりダイヤル２５を回転させることができる。なお、図１においては、ダイヤル２５の
一部が集音部５の外部に出ているが、少なくとも突起部２６が集音部５の外部に突出して
いればよい。
【００２８】
　ダイヤル２５が回転することによりダイヤル２５の位置が変化する。ここでは、ダイヤ
ル２５が取り得る位置のうち予め定められた３つの位置を、第１位置、第２位置および第
３位置とする。図１では、ダイヤル２５が第１位置にあるときの突起部２６を実線で示し
、ダイヤル２５が第２位置にあるときの突起部２６Ａを点線で示し、ダイヤル２５が第３
位置にあるときの突起部２６Ｂを点線で示している。第２位置は、ダイヤル２５が第１位
置を起点として回転軸を中心に反時計回りに所定の角度だけ回転した位置である。第３位
置は、ダイヤル２５が第１位置を起点として回転軸を中心に時計回りに所定の角度だけ回
転した位置である。なお、所定の角度は、１８０度よりも小さい。
【００２９】
　第１指向性マイクロホン４５は、その指向方向（以下、「第１指向方向」という）が回
転軸４５Ａに対して垂直となるように回転可能に集音部５に取り付けられている。第２指
向性マイクロホン４７は、その指向方向（以下、「第２指向方向」という）が回転軸４７
Ａに対して垂直となるように回転可能に集音部５に取り付けられている。また、第１指向
性マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７それぞれの回転軸４５Ａ，４７Ａ
は、ダイヤル２５の回転軸と平行であり、第１指向性マイクロホン４５および第２指向性
マイクロホン４７それぞれは、ダイヤル２５と、例えば歯車等で機構的に連結されており
、ダイヤル２５の回転に連動して回転する。
【００３０】
　したがって、第１指向性マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７それぞれ
が指向する方向は、ダイヤル２５の回転に連動して変化し、ダイヤル２５の位置に対する
第１指向方向および第２指向方向はそれぞれ１つに定まる。ここでは、第１指向方向およ
び第２指向方向の組み合わせを方向パターンといい、ダイヤル２５の第１位置に対する方
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向パターンを第１方向パターン、ダイヤル２５の第２位置に対する方向パターンを第２方
向パターンといい、ダイヤル２５の第３位置に対する方向パターンを第３方向パターンと
いう。
【００３１】
　図２は、第１方向パターンの一例を示す図である。図２を参照して、第１指向性マイク
ロホン４５は、回転軸４５Ａを中心に回転可能であり、第２指向性マイクロホン４７は、
回転軸４７Ａを中心に回転可能である。点線で示され、第１指向性マイクロホン４５に向
かう矢印は第１指向方向を示す。点線で示され、第２指向性マイクロホン４７に向かう矢
印は第２指向方向を示す。第１方向パターンは、第１指向方向と第２指向方向とが平行で
ある。このため、第１方向パターンにおいて第１指向性マイクロホン４５および第２指向
性マイクロホン４７それぞれは、同じ方向で発生する音を集音する場合、例えば、複数人
の前で人が話す場合など、前方等所定の方向の音を集音するのに適している。
【００３２】
　図３は、第２方向パターンの一例を示す図である。図３を参照して、第１指向性マイク
ロホン４５に向かう点線で示される矢印は第１指向方向を示し、第２指向性マイクロホン
４７に向かう点線で示される矢印は第２指向方向を示す。第２方向パターンは、第１指向
方向が第１方向パターンにおける第１指向方向から反時計回りに所定角度回転した方向で
あり、第２指向方向が第１方向パターンにおける第２指向方向から時計回りに所定角度回
転した方向である。このため、第２方向パターンにおいて、第１指向性マイクロホン４５
が図中の上方よりも右側で発生する音を集音し、第２指向性マイクロホン４７が図中上方
よりも左側で発生する音を集音する。このため、例えば前方等所定の方向よりも右側また
は左側で発生する音を集音する場合、例えば、左右に存在する複数人が会話する場合など
左右の方向で発生する音を集音するのに適している。
【００３３】
　図４は、第３方向パターンの一例を示す図である。図４を参照して、第１指向性マイク
ロホン４５に向かう点線で示される矢印は第１指向方向を示し、第２指向性マイクロホン
４７に向かう点線で示される矢印は第２指向方向を示す。第３方向パターンは、第１指向
方向が第１方向パターンにおける第１指向方向から時計回りに所定角度回転した方向であ
り、第２指向方向が第１方向パターンにおける第２指向方向から反時計回りに所定角度回
転した方向である。このため、第３方向パターンにおいて、第１指向性マイクロホン４５
が図中上方よりも左側で発生する音を集音し、第２指向性マイクロホン４７が図中上方よ
りも右側で発生する音を集音する。第３方向パターンは、第２方向パターンにおいて第１
指向性マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７が集音する音の方向が逆にな
る。このため、第１指向性マイクロホン４５が出力する音声信号を左側のチャンネルＬｃ
ｈの音とし、第２指向性マイクロホン４７が出力する音声信号を右側のチャンネルＲｃｈ
の音として録音するように、後述するコーデック３１において内部処理する。さらに、第
３方向パターンは、第２方向パターンと異なり、第１指向性マイクロホン４５が集音可能
な音源の範囲と、第２指向性マイクロホン４７が集音可能な音源の範囲とが一部で重なる
。したがって、音源の範囲が重なる部分の音源の音を、定位感を向上させることができる
。したがって、第３方向パターンは、前方等所定の方向よりも右側または左側で発生する
音を集音するのに加えて、前方で発生する音を定位感のあるとして集音する場合、例えば
、ボーカルが中央に立ってバンド演奏する場合など、左右の方向の音および前方からの音
を集音するのに適している。
【００３４】
　なお、本実施の形態においては、第１指向性マイクロホン４５の回転軸４５Ａが第１指
向性マイクロホン４５を通り、第２指向性マイクロホン４７の回転軸４７Ａが第２指向性
マイクロホン４７を通る場合を示したが、第１指向性マイクロホン４５の回転軸４５Ａお
よび第２指向性マイクロホン４７の回転軸４７Ａは、互いに平行であれば、第１指向性マ
イクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７を通る必要はない。
【００３５】
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　図５は、ＩＣレコーダのハードウェア構成の概要を示す機能ブロック図である。図５を
参照して、ＩＣレコーダ１は、ＩＣレコーダ１の全体を制御するための中央演算装置（Ｃ
ＰＵ）１１と、それぞれがＣＰＵ１１とバス６９で接続された、コーデック３１と、エン
コーダ／デコーダ４３と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）５１と
、スピーカ５３と、ヘッドホン端子５５と、外部メモリコントローラ５７と、ＥＥＰＲＯ
Ｍ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌe　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ
　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）５９と、シリアルインターフェース（Ｉ／Ｆ）６
１と、ＲＯＭ６３と、ＬＣＤ６５と、位置検出センサ６７とを含む。
【００３６】
　ＲＡＭ５１は、ＣＰＵ１１の作業領域として用いられる。ＲＯＭ６３は、ＣＰＵ１１が
実行するプログラム等を記憶する。ＥＥＰＲＯＭ５９は、圧縮された音声信号等を不揮発
的に記憶するための内部メモリである。外部メモリコントローラ５７は、メモリカード５
７Ａが接続される。ＣＰＵ１１は、外部メモリコントローラ５７を介して、それに接続さ
れたメモリカード５７Ａにアクセスが可能である。
【００３７】
　シリアルインターフェース６１は、シリアル通信可能な装置と接続される。ＣＰＵ１１
は、シリアルインターフェース６１を介して、それに接続された装置と通信が可能である
。ヘッドホン端子５５は、ヘッドホンまたはイヤホン等が接続され、それらにアナログの
音声信号を出力する。スピーカ５３は、アナログの音声信号が入力され、音声を出力する
。
【００３８】
　コーデック３１は、第１指向性マイクロホン４５と、第２指向性マイクロホン４７と、
無指向性マイクロホン４９と、が接続される。コーデック３１は、第１指向性マイクロホ
ン４５および第２指向性マイクロホン４７から入力されるアナログの音声信号、または、
第１指向性マイクロホン４５、第２指向性マイクロホン４７および無指向性マイクロホン
４９から入力されるアナログの音声信号をデジタル信号に変換し、所定の信号処理をした
後に、デジタル処理後の音声信号をＣＰＵ１１に出力する。デジタル処理後の音声信号は
、左右２チャンネルのオーディオ信号である。
【００３９】
　コーデック３１は、デジタル信号を処理するために、オートレベルコントロール（ＡＬ
Ｃ）部３３、感度調整部３５、ローカットフィルタ部３７、低域補正部３９および録音ピ
ークリミッタ部４１を有する。
【００４０】
　ＡＬＣ部３３は、ＣＰＵ１１からの指示に基づいて、処理対象とする音声信号の入力レ
ベルを自動で調整するＡＬＣ処理を実行する。例えば、ＡＬＣ部３３は、高い音域と低い
音域の入力レベルを調整する。具体的には、ＡＬＣ部３３は、ＣＰＵ１１からオートレベ
ルコントロールを有効にする指示が入力されると、処理対象とする音声信号の入力レベル
を調整し、オートレベルコントロールを無効にする指示が入力されると、処理対象とする
音声信号の入力レベルを調整しない。
【００４１】
　感度調整部３５は、ＣＰＵ１１からの指示に基づいて、第１指向性マイクロホン４５、
第２指向性マイクロホン４７および無指向性マイクロホン４９それぞれの感度を高い感度
または低い感度のいずれかに調整するマイク感度調整処理を実行する。具体的には、感度
調整部３５は、ＣＰＵ１１から高感度にする指示が入力されると、第１指向性マイクロホ
ン４５、第２指向性マイクロホン４７および無指向性マイクロホン４９それぞれの感度を
高くし、低感度にする指示が入力されると、第１指向性マイクロホン４５、第２指向性マ
イクロホン４７および無指向性マイクロホン４９それぞれの感度を低くする。
【００４２】
　ローカットフィルタ部３７は、ＣＰＵ１１からの指示に基づいて、処理対象とする音声
信号の低い帯域の音をカットするローカットフィルタ処理を実行する。具体的には、ロー
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カットフィルタ部３７は、ＣＰＵ１１からローカットフィルタを有効にする指示が入力さ
れると、処理対象とする音声信号の低い帯域の音をカットし、ローカットフィルタを無効
にする指示が入力されると、処理対象とする音声信号の低い帯域の音をカットしない。
【００４３】
　低域補正部３９は、ＣＰＵ１１からの指示に基づいて、処理対象とする音声信号の音声
帯域の低域部分を補正する低域補正処理を実行する。具体的には、低域補正部３９は、Ｃ
ＰＵ１１から低域補正を有効にする指示が入力されると、処理対象とする音声信号の低域
部分を補正するが、低域補正を無効にする指示が入力されると、処理対象とする音声信号
の低域部分を補正しない。低域補正部３９は、低域補正処理を実行する場合、第１指向性
マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７それぞれから出力される音声信号の
低域部分を、無指向性マイクロホン４９から出力される音声信号で補間することにより、
低域補正する。第１指向性マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７の特性と
して、低域部分が、他の帯域部分よりも感度が低いからである。低域補正部３９は、低域
補正処理を実行しない場合、第１指向性マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン
４７から出力される音声信号のみを出力する。
【００４４】
　録音ピークリミッタ部４１は、ＣＰＵ１１からの指示に基づいて、処理対象とする音声
信号の音量レベルを所定の値以下にする録音ピークリミッタ処理を実行する。具体的には
、録音ピークリミッタ部４１は、ＣＰＵ１１から録音ピークリミッタを有効にする指示が
入力されると、処理対象とする音声信号の音量レベルを所定の値以下にするが、録音ピー
クリミッタを無効にする指示が入力されると、処理対象とする音声信号の音量レベルを所
定の値以下にしない。
【００４５】
　エンコーダ／デコーダ４３は、ＣＰＵ１１により制御され、コーデック３１から出力さ
れる音声信号を符号化する符号化処理を実行する。また、エンコーダ／デコーダ４３は、
ＣＰＵ１１により制御され、符号化された音声信号を復号する復号処理を実行する。
【００４６】
　第１指向性マイクロホン４５、第２指向性マイクロホン４７および無指向性マイクロホ
ン４９から出力される音声信号は、コーデック３１によりデジタル信号に変換される。Ｃ
ＰＵ１１は、コーデック３１より出力される音声信号を、エンコーダ／デコーダ４３に符
号化させ、符号化された音声信号を、ＥＥＰＲＯＭ５９または外部メモリコントローラ５
７に接続されたメモリカード５７Ａに記憶する。また、ＣＰＵ１１は、ＥＥＰＲＯＭ５９
、または外部メモリコントローラ５７に接続されたメモリカード５７Ａに記憶された音声
信号を読み出して、エンコーダ／デコーダ４３に復号させ、復号された音声信号をコーデ
ック３１にアナログ信号に変換させ、アナログの音声信号を、スピーカ５３またはヘッド
ホン端子５５に接続されたヘッドホンに出力する。
【００４７】
　位置検出センサ６７は、ダイヤル２５の位置を検出し、検出した位置をＣＰＵ１１に出
力する。位置検出センサ６７は、例えば、近接スイッチであり、ダイヤル２５が第１位置
、第２位置および第３位置のいずれにあるかを検出する。具体的には、位置検出センサ６
７は、ダイヤル２５が第１位置に位置することを検出する場合、第１検出信号をＣＰＵ１
１に出力し、ダイヤル２５が第２位置に位置する場合第２検出信号をＣＰＵ１１に出力し
、ダイヤル２５が第３位置に位置する場合第３検出信号をＣＰＵ１１に出力する。なお、
位置検出センサ６７は、エンコーダであってもよい。
【００４８】
　なお、本実施の形態においては、ＣＰＵ１１が、ＲＯＭ６３に記憶されたプログラムを
実行する例を説明するが、ＥＥＰＲＯＭ５９、または外部メモリコントローラ５７に接続
されたメモリカード５７Ａに記憶されたプログラムを実行するようにしても良い。
【００４９】
　図６は、ＣＰＵの機能の概要をＥＥＰＲＯＭに記憶されるデータとともに示す機能ブロ
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ック図である。図６に示す機能は、ＣＰＵ１１が、ＲＯＭ５９、ＥＥＰＲＯＭ５９、また
はメモリカード５７Ａに記憶されたプログラムを実行することにより、ＣＰＵ１１に形成
される。図６を参照して、ＣＰＵ１１は、方向パターンを検出する検出部７１と、ユーザ
によるシーンの選択を受け付ける選択受付部７３と、録音条件を設定する設定部７５と、
録音制御部７９と、変更指示受付部１０７と、変更部１０９と、ＶＡＳ（Ｖｏｉｃｅ　Ａ
ｃｔｉｖｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）部１０１と、セルフタイマ部１０３とを含む。
【００５０】
　ＶＡＳ部１０１は、後述するＶＡＳ制御部８３により制御され、処理対象とする音声信
号の無音部分をカットするＶＡＳ処理を実行する。ＶＡＳ部１０１は、ＶＡＳ制御部８３
からＶＡＳ処理を有効にする指示が入力されると、ＶＡＳ処理を実行するが、ＶＡＳ処理
を無効にする指示が入力されると、ＶＡＳ処理を実行しない。
【００５１】
　セルフタイマ部１０３は、後述するセルフタイマ制御部８５により制御され、ユーザが
録音ボタン１５を押して録音準備ができた後、予め定められた時刻になると録音を開始す
るセルフターマー処理を実行する。セルフタイマ部１０３は、セルフタイマ制御部８５か
らセルフタイマ処理を有効にする指示が入力されると、セルフタイマ処理を実行するが、
セルフタイマ処理を無効にする指示が入力されると、セルフタイマ処理を実行しない。
【００５２】
　検出部７１は、位置検出センサ６７の出力に基づいて、方向パターンの切換を検出する
。上述したように、ユーザがダイヤル２５を回転させることにより、ダイヤル２５の回転
に連動して第１指向方向および第２指向方向が変化し、第１方向パターン、第２方向パタ
ーンおよび第３方向パターンのいずれかに切り換わる。第１方向パターンは、ダイヤル２
５が第１位置の状態に対応し、第２方向パターンは、ダイヤル２５が第２位置の状態に対
応し、第３方向パターンは、ダイヤル２５が第３位置の状態に対応する。このため、検出
部７１は、位置検出センサ６７の出力が第１検出信号に変化すると、第１方向パターンを
検出し、第１方向パターンに切り換わったことを示す第１切換信号を設定部７５に出力す
る。検出部７１は、位置検出センサ６７の出力が第２検出信号に変化すると、第２方向パ
ターンを検出し、第２方向パターンに切り換わったことを示す第２切換信号を設定部７５
に出力する。検出部７１は、位置検出センサ６７の出力が第３検出信号に変化すると、第
３方向パターンを検出し、第３方向パターンに切り換わったことを示す第３切換信号を設
定部７５に出力する。
【００５３】
　選択受付部７３は、基本画面をＬＣＤ６５に表示し、シーン選択指示を受け付ける。図
７は、基本画面の一例を示す図である。図７を参照して、基本画面２００は、電源がＯＮ
になったときに最初にＬＣＤ６５に表示される画面である。基本画面２００は、設定され
ているパラメータの一部を表示する領域２０３と、シーンボタン２０１を含む。シーンボ
タン２０１は、第１ファンクションボタン９に対応している。領域２０３は、選択されて
いるシーンに割り当てられたアイコン２０５を含む。ここでは、アイコン２０５は、シー
ン名「音楽」のシーンに割り当てられたアイコン２３１（図８（Ｃ）参照）と同じとして
おり、シーン名「音楽」のシーンが選択されていることが示される。このため、ユーザは
、基本画面２００中のアイコン２０５を見て、選択されているシーンを認識することがで
きる。さらに、図１に示されるように、ＬＣＤ６５の上側に第１指向性マイクロホン４５
および第２指向性マイクロホン４７が配置されているので、ユーザは、ＬＣＤ６５に表示
される基本画面２００と第１指向性マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７
とを同時に視認することができる。このため、第１指向性マイクロホン４５および第２指
向性マイクロホン４７の方向パターンと、設定されているパラメータとを一度に確認する
ことができる。
【００５４】
　図６に戻って、選択受付部７３は、基本画面２００がＬＣＤ６５に表示されている状態
で、ユーザが第１ファンクションボタン９を押下すると、シーン表示指示を受け付け、４
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つのシーンそれぞれに対応する４つのシーン選択画面をＬＣＤ６５に順に表示する。４つ
のシーンのうち３つのシーンは、「講義」のシーンと、「会議」のシーンと、「音楽」の
シーンとを含む。「講義」のシーンは、複数人の前で人が話す場合など前方からの音声を
録音するシーンである。「会議」のシーンは、複数人が会話し、全方向からの音声を録音
するシーンである。「音楽」のシーンは、音楽演奏や動物の声などを高音質で録音するシ
ーンである。４つのシーンのうち他の１つのシーンは、ユーザがお好みで作成したシーン
であり、「お気に入り」のシーンである。なお、本実施の形態においては、４つのシーン
の例を示すが、シーンの数はこれに限定されるものではなく、お気に入りシーンの数を増
やす等して５つ以上にしてもよいし、４つよりも少なくしても良い。
【００５５】
　図８は、シーン選択画面の一例を示す図である。図８（Ａ）は、「講義」のシーンに対
応するシーン選択画面を示す図である。図８（Ａ）を参照して、シーン選択画面２１０は
、「講義」の文字列と、複数の前で人が話す講義の様子を表した絵と、シーン名「講義」
のシーンに割り当てられたアイコン２１１と、を含む。図８（Ｂ）は、「会議」のシーン
に対応するシーン選択画面を示す図である。図８（Ｂ）を参照して、シーン選択画面２２
０は、「会議」の文字列と、複数人で会話する会議の様子を表した絵と、シーン名「会議
」のシーンに割り当てられたアイコン２２１と、を含む。図８（Ｃ）は、「音楽」のシー
ンに対応するシーン選択画面を示す図である。図８（Ｃ）を参照して、シーン選択画面２
３０は、「音楽」の文字列と、音楽演奏の様子を表した絵と、シーン名「音楽」のシーン
に割り当てられたアイコン２３１と、を含む。図８（Ｄ）は、「お気に入り」のシーンに
対応するシーン選択画面を示す図である。図８（Ｄ）を参照して、シーン選択画面２４０
は、「お気に入り」の文字列と、シーン名「お気に入り」のシーンに割り当てられた絵と
、シーン名「お気に入り」のシーンに割り当てられたアイコン２４１と、を含む。ＬＣＤ
６５には、４つのシーン選択画面２１０，２２０，２３０，２４０のいずれかが表示され
、ユーザが右ボタン１７Ｃまたは左ボタン１７Ｄを押下すると、ＬＣＤ６５に表示される
シーン選択画面が順に切り換わる。
【００５６】
　選択受付部７３は、ユーザがコントロールボタン１７を操作してシーン選択画面を順に
切り換え、決定ボタン１９を押下すると、４つのシーン選択画面のうち決定ボタン１９が
押下された時点で表示されているシーン選択画面に対応するシーンを選択するソーン選択
指示を受け付ける。選択受付部７３は、シーン選択指示を受け付けると、４つのシーン選
択画面のうち決定ボタン１９が押下された時点で表示されているシーン選択画面に対応す
るシーンを識別するためのシーン名を設定部７５および変更指示受付部１０７に出力する
。
【００５７】
　設定部７５は、検出部７１から第１～第３切換信号のいずれかが入力され、選択受付部
７３からシーン名が入力される。設定部７５は、選択受付部７３からシーン名が入力され
る場合、ＥＥＰＲＯＭ５９に記憶された対応テーブルによってシーン名で特定されるシー
ンに対応して予め定められた複数種類の処理にそれぞれ対応する複数のパラメータを、複
数種類の処理を実行するための複数のパラメータとして設定する。複数種類の処理を実行
するための複数のパラメータは、録音条件である。複数種類の処理は、エンコーダ／デコ
ーダ４３が実行する符号化処理と、ＡＬＣ部３３が実行するＡＬＣ処理と、感度調整部３
５が実行するマイク感度調整処理と、ローカットフィルタ部３７が実行するローカットフ
ィルタ処理と、低域補正部３９が実行する低域補正処理と、録音ピークリミッタ部４１が
実行する録音ピークリミッタ処理と、ＶＡＳ部１０１が実行するＶＡＳ処理と、セルフタ
イマ部１０３が実行するセルフタイマ処理とを含む。
【００５８】
　図９は、対応テーブルの一例を示す図である。図９を参照して、対応テーブル１１１は
、４つのシーンにそれぞれ対応する４つの対応レコードを含み、シーン名と、複数種類の
処理をそれぞれ実行するための複数のパラメータとを対応付ける。対応レコードは、シー
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ンの項目と、圧縮符号化の項目と、マイク感度の項目と、ＡＬＣの項目と、低域補正の項
目と、ローカットフィルタの項目と、録音ピークリミッタの項目と、セルフタイマの項目
と、ＶＡＳの項目とを含む。シーンの項目には、４つのシーンそれぞれに対応するシーン
名「講義」、「会議」「音楽」および「お気に入り」のいずれかが設定される。なお、こ
こでは、対応テーブル１１１において、ユーザが設定可能なシーンを「お気に入り」のシ
ーンのみとしたが、「お気に入り」のシーンと同様に、ユーザが複数種類の処理をそれぞ
れ実行するための複数のパラメータを設定可能な、シーンを２以上設けるようにしてもよ
い。この場合には、対応テーブル１１１は、５つ以上の対応レコードを含む。
【００５９】
　対応レコードの圧縮符号化の項目には、符号化処理を実行するために用いられるパラメ
ータとして、圧縮レートを示す１６ｂｉｔ，４４ｋＨｚ／４８ｋＨｚ／３２０ｋｂｐｓ／
１９２ｋｂｐｓ／６４ｋｂｐｓ／３２ｋｂｐｓのいずれかが設定される。マイク感度の項
目には、マイク感度調整処理を実行するために用いられるパラメータとして、マイク感度
の高低を示す高および低のいずれかが設定される。ＡＬＣの項目には、ＡＬＣ処理を実行
するために用いられるパラメータとして、ＡＬＣ処理を実行するか否かを示すＯＮおよび
ＯＦＦのいずれかが設定される。低域補正の項目には、低域補正処理を実行するために用
いられるパラメータとして、低域補正処理を実行するか否かを示すＯＮおよびＯＦＦのい
ずれかが設定される。ローカットフィルタの項目には、ローカットフィルタ処理を実行す
るために用いられるパラメータとして、ローカットフィルタ処理を実行するか否かを示す
ＯＮおよびＯＦＦのいずれかが設定される。録音ピークリミッタの項目には、録音ピーク
リミッタ処理を実行するために用いられるパラメータとして、録音ピークリミッタ処理を
実行するか否かを示すＯＮおよびＯＦＦのいずれかが設定される。セルフタイマの項目に
は、セルフタイマ処理を実行するために用いられるパラメータとして、セルフタイマ処理
を実行するか否かを示すＯＮまたはＯＦＦのいずれかが設定される。ＶＡＳの項目には、
ＶＡＳ処理を実行するために用いられるパラメータとして、ＶＡＳ処理を実行するか否か
を示すＯＮまたはＯＦＦのいずれかが設定される。
【００６０】
　例えば、シーンの項目に「講義」が設定された対応レコードは、圧縮符号化の項目にパ
ラメータ「１９２ｋｂｐｓ」が設定され、マイク感度の項目にパラメータ「高」が設定さ
れ、ＡＬＣの項目にパラメータ「ＯＮ」が設定され、低域補正の項目にパラメータ「ＯＮ
」が設定され、ローカットフィルタの項目にパラメータ「ＯＮ」が設定され、録音ピーク
リミッタの項目にパラメータ「ＯＮ」が設定され、セルフタイマの項目にパラメータ「Ｏ
ＦＦ」が設定され、ＶＡＳの項目にパラメータ「ＯＦＦ」が設定される。
【００６１】
　図６に戻って、設定部７５は、選択受付部７３から入力されたシーン名が入力される場
合、ＥＥＰＲＯＭ５９に記憶されている対応テーブル１１１に含まれる４つの対応レコー
ドのうちから、選択受付部７３から入力されたシーン名がシーンの項目に設定された対応
レコードを抽出する。設定部７５は、抽出された対応レコードに含まれる複数種類の処理
にそれぞれ対応する複数のパラメータを、複数種類の処理を実行するための録音条件とし
てＥＥＰＲＯＭ５９に記憶する。具体的には、符号化処理を実行するために用いられるパ
ラメータ、マイク感度調整処理を実行するために用いられるパラメータ、ＡＬＣ処理を実
行するために用いられるパラメータ、低域補正処理を実行するために用いられるパラメー
タ、ローカットフィルタ処理を実行するために用いられるパラメータ、録音ピークリミッ
タ処理を実行するために用いられるパラメータ、セルフタイマ処理を実行するために用い
られるパラメータ、ＶＡＳ処理を実行するために用いられるパラメータを、録音条件とし
てＥＥＰＲＯＭ５９に記憶する。ただし、既にＥＥＰＲＯＭ５９に録音条件として複数の
パラメータが記憶されている場合、録音条件として記憶されている複数のパラメータに上
書きして記憶する。
【００６２】
　設定部７５は、切換指示受付部７７を含む。切換指示受付部７７は、検出部７１から第
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１～第３切換信号のいずれかが入力される場合、録音条件を切り換える切換指示を受け付
ける。まず、切換指示受付部７７は、第１切換信号が入力される場合は第１方向パターン
に切り換えられたと判断し、第２切換信号が入力される場合は第２方向パターンに切り換
えられたと判断し、第３切換信号が入力される場合は第３方向パターンに切り換えられた
と判断する。次に、切換指示受付部７７は、ＥＥＰＲＯＭ５９に予め記憶された方向パタ
ーンテーブルによって、第１～第３方向パターンのうち検出部７１から入力される第１～
第３切換信号によって定まるものに対応して予め定められたシーンを特定する。
【００６３】
　図１０は、方向パターンテーブルの一例を示す図である。図１０を参照して、方向パタ
ーンテーブル１１３は、３つの方向パターンそれぞれに対応する３つの方向パターンレコ
ードを含み、３つの方向パターンを３つのシーンのいずれかと関連付ける。方向パターン
レコードは、方向パターンの項目と、シーンの項目とを含む。方向パターンの項目には方
向パターン名が設定され、シーンの項目にはシーン名が設定される。方向パターン名が第
１方向パターンはシーン名「講義」と関連付けられる。第１方向パターンとシーン名「講
義」とを関連付けるのは、第１方向パターンが「講義」のシーンで録音するのに適してい
るからである。方向パターン名が第２方向パターンはシーン名「会議」を関連付けられる
。第２方向パターンとシーン名「会議」とを関連付けるのは、第２方向パターンが「会議
」のシーンで録音するのに適しているからである。方向パターン名が第３方向パターンは
シーン名「音楽」と関連付けられる。第３方向パターンと「音楽」のシーンとを関連付け
るのは、第３方向パターンが「音楽」のシーンで録音するのに適しているからである。
【００６４】
　切換指示受付部７７は、方向パターンテーブル１１３を参照して、第１～第３切換信号
のうち検出部７１から入力されたものに対応するシーンを特定すると、特定されたシーン
に対応する推奨シーン決定画面をＬＣＤ６５に表示する。切換指示受付部７７は、検出部
７１から第１切換信号が入力される場合、「講義」のシーンに対応する第１推奨シーン決
定画面を表示し、検出部７１から第２切換信号が入力される場合、「会議」のシーンに対
応する第２推奨シーン決定画面を表示し、検出部７１から第３切換信号が入力される場合
、「音楽」のシーンに対応する第３推奨シーン決定画面を表示する。
【００６５】
　図１１は、第１推奨シーン決定画面の一例を示す図である。図１１を参照して、第１推
奨シーン決定画面２５０は、シーン名「講義」のシーンに割り当てられたアイコン２５１
と、「推奨シーン［講義］」の文字列と、「推奨シーン設定を呼び出しますか？」の文字
列と、「はい」の文字列を含む決定キー２５１と、「いいえ」の文字列を含むキャンセル
キー２５３とを含む。決定キー２５１は、第１ファンクションボタン９に対応しており、
キャンセルキー２５３は、第２ファンクションボタン１０に対応している。ユーザが第１
ファンクションボタン９を押下すると、シーン名「講義」のシーンに決定され、ユーザが
第２ファンクションボタン１０を押下すると、シーン名「講義」のシーンに決定されない
。シーン名「講義」のシーンに割り当てられたアイコン２５１は、図８（Ａ）に示したシ
ーン選択画面２１０に含まれるアイコン２１１と同じである。このため、ユーザは、第１
推奨シーン決定画面２５０を見て、シーン名「講義」のシーンに対応するパラメータが設
定されることを確認することができる。
【００６６】
　図１２は、第２推奨シーン決定画面の一例を示す図である。図１２を参照して、第２推
奨シーン決定画面２６０は、シーン名「会議」のシーンに割り当てられたアイコン２６５
と、「推奨シーン［会議］」の文字列と、「推奨シーン設定を呼び出しますか？」の文字
列と、「はい」の文字列を含む決定キー２６１と、「いいえ」の文字列を含むキャンセル
キー２６３とを含む。決定キー２６１は、第１ファンクションボタン９に対応しており、
キャンセルキー２６３は、第２ファンクションボタン１０に対応している。ユーザが第１
ファンクションボタン９を押下すると、シーン名「会議」のシーンに決定され、ユーザが
第２ファンクションボタン１０を押下すると、シーン名「会議」のシーンに決定されない
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。シーン名「会議」のシーンに割り当てられたアイコン２６５は、図８（Ｂ）に示したシ
ーン選択画面２２０に含まれるアイコン２２１と同じである。このため、ユーザは、第２
推奨シーン決定画面２６０を見て、シーン名「会議」のシーンに対応するパラメータが設
定されることを確認することができる。
【００６７】
　図１３は、第３推奨シーン決定画面の一例を示す図である。図１３を参照して、第３推
奨シーン決定画面２７０は、シーン名「音楽」のシーンに割り当てられたアイコン２７５
と、「推奨シーン［音楽］」の文字列と、「推奨シーン設定を呼び出しますか？」の文字
列と、「はい」の文字列を含む決定キー２７１と、「いいえ」の文字列を含むキャンセル
キー２７３とを含む。決定キー２７１は、第１ファンクションボタン９に対応しており、
キャンセルキー２７３は、第２ファンクションボタン１０に対応している。ユーザが第１
ファンクションボタン９を押下すると、シーン名「音楽」のシーンに決定され、ユーザが
第２ファンクションボタン１０を押下すると、シーン名「音楽」のシーンに決定されない
。シーン名「音楽」のシーンに割り当てられたアイコン２７５は、図８（Ｃ）に示したシ
ーン選択画面２３０に含まれるアイコン２３１と同じである。このため、ユーザは、第２
推奨シーン決定画面２６０を見て、シーン名「音楽」のシーンに対応するパラメータが設
定されることを確認することができる。
【００６８】
　図６に戻って、切換指示受付部７７は、第１～第３推奨シーン決定画面のいずれかがＬ
ＣＤ６５に表示されている状態で、ユーザが第１ファンクションボタン９を押下すると、
切換指示を受け付ける。切換指示は、録音条件を、特定されるシーンに対応して、対応テ
ーブル１１１により定められる複数種類の処理を実行するための複数のパラメータに切り
換える指示であり、第１推奨新決定画面がＬＣＤ６５に表示されている状態で第１ファン
クションボタン９が押下される場合は、切換指示はシーン名「講義」を特定し、第２推奨
新決定画面がＬＣＤ６５に表示されている状態で第１ファンクションボタン９が押下され
る場合は、切換指示はシーン名「会議」を特定し、第３推奨新決定画面がＬＣＤ６５に表
示されている状態で第１ファンクションボタン９が押下される場合は、切換指示はシーン
名「音楽」を特定する。
【００６９】
　設定部７５は、切換指示受付部７７が切換指示を受け付けると、ＲＯＭ６３に記憶され
ている対応テーブル１１１に含まれる４つの対応レコードのうちから、切換指示により特
定されるシーンのシーン名がシーンの項目に設定された対応レコードを抽出する。設定部
７５は、抽出された対応レコードに含まれる複数種類の処理にそれぞれ対応する複数のパ
ラメータを、録音条件としてＥＥＰＲＯＭ５９に記憶する。ただし、既にＥＥＰＲＯＭ５
９に録音条件として複数のパラメータが記憶されている場合、記憶されている複数のパラ
メータに上書きして記憶する。
【００７０】
　ユーザがダイヤル２５を操作して、ダイヤル２５を第１位置、第２位置および第３位置
のいずれか切り換えることにより、第１～第３方向パターンのいずれかが決定され、録音
条件として、第１～第３方向パターンのうち決定されたものに対して予め定められたシー
ンに対応して、予め定められた複数のパラメータが録音条件として設定される。これによ
り、ダイヤル２５を回転させることにより方向パターンを切り換える簡単な操作で、録音
条件を設定することができる。
【００７１】
　一方、ユーザは、コントロールボタン１７を操作して４つのシーン選択画面のいずれか
を選択し、決定ボタン１９を押下すれば、４つのシーン選択画面のうち決定ボタン１９が
押下された時点で表示されているシーン選択画面に対応するシーンに対応して、予め定め
られた複数のパラメータが録音条件として設定される。このため、ユーザは、第１指向性
マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７それぞれの指向方向の組を定める方
向パターンとは関係なく、録音条件を設定することができる。このため、予め定められた



(16) JP 2012-58704 A 2012.3.22

10

20

30

40

50

４つのシーンのいずれかと、第１～第３方向パターンのいずれかとを組み合わせることが
でき、複数の条件で録音することができる。
【００７２】
　コーデック３１、エンコーダ／デコーダ４３、ＶＡＳ部１０１およびセルフタイマ部１
０３により、第１指向性マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７により出力
される音に複数種類の処理を実行し、処理された音を記録する録音部が構成される。録音
制御部７９は、録音部を制御して複数の処理を実行させ、処理された音をＥＥＰＲＯＭ５
９に記憶する。録音制御部７９は、符号化制御部８１と、ＶＡＳ制御部８３と、セルフタ
イマ制御部８５と、感度調整制御部８７と、ＡＬＣ制御部８９と、低域補正制御部９１と
、ローカットフィルタ制御部９３と、録音ピークリミッタ制御部９５とを含む。
【００７３】
　符号化制御部８１は、ＥＥＰＲＯＭ５９に録音条件として記憶されている複数種類の処
理を実行するための複数のパラメータのうち圧縮符号化処理を実行するために用いるパラ
メータを読み出し、エンコーダ／デコーダ４３を制御して、読み出したパラメータで定ま
るビットレートで音声信号を圧縮する処理を実行させる。
【００７４】
　ＶＡＳ制御部８３は、ＥＥＰＲＯＭ５９に録音条件として記憶されている複数種類の処
理を実行するための複数のパラメータのうちＶＡＳ処理を実行するために用いるパラメー
タを読み出す。ＶＡＳ制御部８３は、読み出されたパラメータが「ＯＮ」を示す場合、Ｖ
ＡＳ部１０１にＶＡＳ処理を実行させ、無音部分の音声信号をカットさせる。ＶＡＳ制御
部８３は、読み出されたパラメータが「ＯＦＦ」を示す場合、ＶＡＳ部１０１にＶＡＳ処
理を実行させない。
【００７５】
　セルフタイマ制御部８５は、ＥＥＰＲＯＭ５９に録音条件として記憶されている複数種
類の処理を実行するための複数のパラメータのうちセルフタイマ処理を実行するために用
いるパラメータを読み出す。セルフタイマ制御部８５は、読み出されたパラメータが「Ｏ
Ｎ」を示す場合、セルフタイマ部１０３にセルフタイマ処理を有効にする指示を出力し、
セルフタイマ処理を実行させる。セルフタイマ制御部８５は、読み出されたパラメータが
「ＯＦＦ」を示す場合、セルフタイマ部１０３にセルフタイマ処理を無効にする指示を出
力し、セルフタイマ部１０３にセルフタイマ処理を実行させない。
【００７６】
　感度調整制御部８７は、ＥＥＰＲＯＭ５９に録音条件として記憶されている複数種類の
処理を実行するための複数のパラメータのうちマイク感度調整処理を実行するために用い
るパラメータを読み出す。感度調整制御部８７は、読み出されたパラメータが「高」を示
す場合、感度調整部３５に高感度にする指示を出力し、感度調整部３５に、第１指向性マ
イクロホン４５、第２指向性マイクロホン４７および無指向性マイクロホン４９それぞれ
の感度を高い感度に調整させる。感度調整制御部８７は、読み出されたマイク感度のパラ
メータが「低」を示す場合、感度調整部３５に低感度にする指示を出力し、第１指向性マ
イクロホン４５、第２指向性マイクロホン４７および無指向性マイクロホン４９それぞれ
の感度を低い感度に調整させる。
【００７７】
　ＡＬＣ制御部８９は、ＥＥＰＲＯＭ５９に録音条件として記憶されている複数種類の処
理を実行するための複数のパラメータのうちＡＬＣ処理を実行するために用いるパラメー
タを読み出す。ＡＬＣ制御部８９は、読み出されたパラメータが「ＯＮ」を示す場合、Ａ
ＬＣ部３３に、オートレベルコントロールを有効にする指示を出力し、ＡＬＣ部３３に音
の入力レベルを調整させる。ＡＬＣ制御部８９は、読み出されたパラメータが「ＯＦＦ」
を示す場合、ＡＬＣ部３３に、オートレベルコントロールを無効にする指示を出力し、Ａ
ＬＣ部３３に音の入力レベルを調整させない。
【００７８】
　低域補正制御部９１は、ＥＥＰＲＯＭ５９に録音条件として記憶されている複数種類の



(17) JP 2012-58704 A 2012.3.22

10

20

30

40

50

処理を実行するための複数のパラメータのうち低域補正処理を実行するために用いるパラ
メータを読み出す。低域補正制御部９１は、読み出されたパラメータが「ＯＮ」を示す場
合、低域補正部３９に低域補正を有効にする指示を出力し、低域補正部３９に、音声信号
の低域部分を補正させる。低域補正制御部９１は、読み出されたパラメータが「ＯＦＦ」
を示す場合、低域補正部３９に低域補正を無効にする指示を出力し、低域補正部３９に音
声信号の低域部分を補正させない。
【００７９】
　ローカットフィルタ制御部９３は、ＥＥＰＲＯＭ５９に録音条件として記憶されている
複数種類の処理を実行するための複数のパラメータのうちローカットフィルタ処理を実行
するために用いるパラメータを読み出す。ローカットフィルタ制御部９３は、読み出され
たパラメータが「ＯＮ」を示す場合、ローカットフィルタ部３７にローカットフィルタを
有効にする指示を出力し、ローカットフィルタ部３７に、ローカットフィルタを有効にす
る指示を出力し、ローカットフィルタ部３７に低い帯域の音をカットさせる。ローカット
フィルタ制御部９３は、読み出されたパラメータが「ＯＦＦ」を示す場合、ローカットフ
ィルタ部３７にローカットフィルタを無効にする指示を出力し、ローカットフィルタ部３
７に低い帯域の音をカットさせない。
【００８０】
　録音ピークリミッタ制御部９５は、ＥＥＰＲＯＭ５９に録音条件として記憶されている
複数種類の処理を実行するための複数のパラメータのうち録音ピークリミッタ処理を実行
するために用いるパラメータを読み出す。録音ピークリミッタ制御部９５は、読み出され
たパラメータが「ＯＮ」を示す場合、録音ピークリミッタ部４１にローカットフィルタを
有効にする指示を出力し、録音ピークリミッタ部４１に音量レベルを所定の値以下にさせ
る。録音ピークリミッタ制御部９５は、読み出されたパラメータが「ＯＦＦ」を示す場合
、録音ピークリミッタ部４１にローカットフィルタを無効にする指示を出力し、録音ピー
クリミッタ部４１に音量レベルを調整させない。
【００８１】
　変更指示受付部１０７は、選択受付部７３からシーン名が入力される。変更指示受付部
１０７は、ユーザが操作部７を操作してパラメータの設定を変更する指示を入力すると、
設定変更指示を受け付ける。変更指示受付部１０７は、設定変更指示を受け付けると、選
択受付部７３から入力されたシーン名がシーンの項目に設定された対応レコードをＥＥＰ
ＲＯＭ５９に記憶された対応テーブル１１１から読み出す。変更指示受付部１０７は、読
み出された対応レコードに設定されている複数種類のパラメータを変更するためのパラメ
ータ設定編集一覧画面をＬＣＤ６５に表示する。
【００８２】
　パラメータ設定編集一覧画面は、複数種類のパラメータの名称と、複数種類のパラメー
タとを含み、パラメータの変更を受け付けるための画面である。パラメータ設定編集一覧
画面において、ユーザは、操作部７を操作することにより、パラメータ名を指定し、指定
したパラメータ名に対応するパラメータを変更することが可能である。
【００８３】
　変更指示受付部１０７は、パラメータ設定編集一覧画面がＬＣＤ６５に表示されている
状態で、ユーザが操作部７を操作することにより決定ボタン１９を押下すると、選択受付
部７３から入力されたシーン名と、変更されたパラメータの名称と変更後のパラメータと
の組と、を変更部１０９に出力する。
【００８４】
　変更部１０９は、変更指示受付部１０７からシーン名と、パラメータ名とパラメータと
の組と、が入力される。変更部１０９は、ＥＥＰＲＯＭ５９に記憶された対応テーブル１
１１に含まれる複数の対応レコードのうち変更指示受付部１０７から入力されたシーン名
がシーンの項目に設定されている対応レコードを、変更されたパラメータの名称と変更後
のパラメータとの組に基づいて変更する。これにより、対応テーブル１１１が更新される
。ユーザは、対応テーブル１１１を変更することができるので、ユーザの使用に適したパ
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ラメータを設定することができる。
【００８５】
　図１４は、録音処理の流れの一例を示すフローチャートである。録音処理は、ＣＰＵ１
１がＲＯＭ５９、ＥＥＰＲＯＭ５９、またはメモリカード５７Ａに記憶された録音条件設
定プログラムを実行することにより、ＣＰＵ１１により実行される処理である。図１４を
参照して、ＣＰＵ１１は、録音条件としてＥＥＰＲＯＭ５９に既に記憶されている複数種
類のパラメータを読み出す（ステップＳ０１）。
【００８６】
　次のステップＳ０２においては、図７に示した基本画面２００をＬＣＤ６５に表示する
。そして、ステップＳ０３においては、ダイヤル２５の位置が切り換えられたか否かを判
断する。位置検出センサ６７の出力に基づいて、ダイヤル２５の位置が切り換えられたか
否かを判断する。ダイヤル２５の位置が切り換えられたと判断するならば処理をステップ
Ｓ０４に進めるが、そうでなければ処理をステップＳ０６に進める。
【００８７】
　ステップＳ０４においては、ステップＳ０３において切り換えられた後のダイヤル２５
の位置を検出する。次のステップＳ０５においては、第１録音設定処理を実行し、処理を
ステップＳ０８に進める。第１録音設定処理については後述する。一方、ステップＳ０６
においては、シーンボタンが押下されたか否かを判断する。図７に示した基本画面２００
に含まれるシーンボタン２０１に対応する第１ファンクションボタン９が押下されたなら
ば、シーンボタンが押下されたと判断する。シーンボタンが押下されたならば処理をステ
ップＳ０７に進めるが、そうでなければ処理をステップＳ０８に進める。ステップＳ０７
においては、第２録音設定処理を実行し、処理をステップＳ０８に進める。第２録音設定
処理については後述する。
【００８８】
　ステップＳ０８においては、録音ボタン１５が押下されたか否かを判断する。録音ボタ
ン１５が押下されたならば、処理をステップＳ０９に進めるが、そうでなければ処理をス
テップＳ０３に戻す。ステップＳ０９においては、録音を開始する。この場合、ＥＥＰＲ
ＯＭ５９に録音条件として記憶された複数種類のパラメータを用いて複数の処理を実行し
た音声信号をＥＥＰＲＯＭ５９に記憶することにより、録音する。ステップＳ０５および
ステップＳ０７が実行されない場合は、ステップＳ０１において読み出されたパラメータ
に従って複数の処理を実行し、ステップＳ０５が実行される場合には、後述する第１録音
設定処理において設定されたパラメータに従って複数の処理を実行し、ステップＳ０７が
実行される場合には、後述する第２録音設定処理において設定されたパラメータに従って
複数の処理を実行する。次のステップＳ１０においては、ユーザが停止ボタン１３を押下
すると、録音を終了し、録音処理を終了する。
【００８９】
　図１５は、第１録音設定処理の流れの一例を示すフローチャートである。第１録音設定
処理は、図１４のステップＳ０５において実行される処理である。図１５を参照して、ス
テップＳ１１においては、図１４のステップＳ０４において検出されたダイヤル２５の位
置に対応する方向パターンを特定する。次のステップＳ１２においては、ステップＳ１１
において特定された方向パターンに対応するシーンを特定する。ＲＯＭ６３に記憶された
方向パターンテーブル１１３において、ステップＳ１１において特定された方向パターン
に関連付けられたシーンを特定する。
【００９０】
　次のステップＳ１３においては、ステップＳ１２において特定されたシーンに対応する
推奨シーン決定画面をＬＣＤ６５に表示する。ステップＳ１２においてシーン名「講義」
のシーンが特定される場合、図１１に示した第１推奨シーン決定画面２５０をＬＣＤ６５
に表示し、ステップＳ１２においてシーン名「会議」のシーンが特定される場合、図１２
に示した第２推奨シーン決定画面２６０をＬＣＤ６５に表示し、ステップＳ１２において
シーン名「音楽」のシーンが特定される場合、図１３に示した第３推奨シーン決定画面２
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７０をＬＣＤ６５に表示する。
【００９１】
　次のステップＳ１４においては、決定ボタン１９が押下されたか否かを判断する。決定
ボタン１９が押下されたならば、処理をステップＳ１６に進めるが、そうでなければ処理
をステップＳ１５に進める。ステップＳ１５においては、停止ボタン１３が押下されたか
否かを判断する。停止ボタン１３が押下されたならば、処理をステップＳ１８に進めるが
、そうでなければ処理をステップＳ１４に戻す。
【００９２】
　ステップＳ１６においては、ＥＥＰＲＯＭ５９に記憶された対応テーブル１１１に含ま
れる４つの対応レコードのうちからステップＳ１２において特定されたシーンのシーン名
がシーンの項目に設定された対応レコードを選択する。次のステップＳ１７においては、
パラメータ設定処理を実行し、処理をステップＳ１８に進める。パラメータ設定処理につ
いては後述する。ステップＳ１８においては、基本画面２００をＬＣＤ６５に表示し、処
理を録音処理に戻す。
【００９３】
　図１６は、パラメータ設定処理の流れの一例を示すフローチャートである。パラメータ
設定処理は、図１５のステップＳ１７および後述する図１７のステップＳ３５それぞれに
おいて実行される処理である。図１５のステップＳ１７において実行される場合、図１５
のステップＳ１６において選択された対応レコードを処理の対象とする。図１６を参照し
て、ステップＳ２１においては、対応レコードの圧縮符号化の項目に設定されているパラ
メータを、符号化処理を実行するために用いるパラメータとして取得する。ステップＳ２
２においては、マイク感度の項目に設定されているパラメータを、マイク感度調整処理を
実行するために用いるパラメータとして取得する。ステップＳ２３においては、対応レコ
ードのＡＬＣの項目に設定されているパラメータを、ＡＬＣ処理を実行するために用いる
パラメータとして取得する。ステップＳ２４においては、対応レコードの低域補正の項目
に設定されているパラメータを、低域補正処理を実行するために用いるパラメータとして
取得する。ステップＳ２５においては、対応レコードのローカットフィルタの項目に設定
されているパラメータを、ローカットフィルタ処理を実行するために用いるパラメータと
して取得する。ステップＳ２６においては、対応レコードの録音ピークリミッタの項目に
設定されているパラメータを、録音ピークリミッタ処理を実行するために用いるパラメー
タとして取得する。ステップＳ２７においては、対応レコードのセルフタイマの項目に設
定されているパラメータを、セルフタイマ処理を実行するために用いるパラメータとして
取得する。ステップＳ２８においては、対応レコードのＶＡＳの項目に設定されているパ
ラメータを、ＶＡＳ処理を実行するために用いるパラメータとして取得する。
【００９４】
　次のステップＳ２９においては、ステップＳ２１～ステップＳ２８においてそれぞれ取
得されたパラメータを、ＥＥＰＲＯＭ５９に録音条件として記憶し、処理を第１録音設定
処理に戻す。これにより、符号化処理、マイク感度調整処理、ＡＬＣ処理、低域補正処理
、ローカットフィルタ処理、録音ピークリミッタ処理、セルフタイマ処理、ＶＡＳ処理そ
れぞれを実行するためのパラメータとして、図１５のステップＳ１６において選択された
対応レコードにより定められたパラメータが設定される。
【００９５】
　図１７は、第２録音設定処理の流れの一例を示すフローチャートである。第２録音設定
処理は、図１４のステップＳ０７において実行される処理である。図１７を参照して、ス
テップＳ３１においては、ＥＥＰＲＯＭ５９に記憶された対応テーブル１１１を読出す。
次のステップＳ３２においては、４つのシーン選択画面を１つずつ順にＬＣＤ６５に順に
表示する。具体的には、図８に示した４つのシーン選択画面のうち任意の１つをＬＣＤ６
５に表示し、ユーザがコントロールボタン１７の右ボタン１７Ｃまたは左ボタン１７Ｄを
押下するごとに、別のシーン選択画面に切り換える。
【００９６】
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　次のステップＳ３３においては、ユーザによりシーンが選択されたか否かを判断する。
決定ボタン１９の押下を検出すると、シーンを選択する。シーンが選択されたならば、処
理をステップＳ３４に進めるが、そうでなければ処理をステップＳ３２に戻す。４つのシ
ーン選択画面のうち決定ボタン１９の押下が検出された時にＬＣＤ６５に表示されている
シーン選択画面に対応するシーンを選択する。
【００９７】
　ステップＳ３４においては、ステップＳ３１において読み出された対応テーブル１１１
に含まれる４つの対応レコードのうちステップＳ３３において選択されたシーンのシーン
名がシーンの項目に設定された対応レコードを選択する。次のステップＳ３５においては
、図１６に示したパラメータ設定処理を実行し、処理をステップＳ３６に進める。ステッ
プＳ３５において実行されるパラメータ設定処理は、ステップＳ３４において選択された
対応レコードを処理対称とする。ステップＳ３６においては、基本画面２００をＬＣＤ６
５に表示し、処理を録音処理に戻す。
【００９８】
　ステップＳ３５においてパラメータ設定処理が実行されることにより、符号化処理、マ
イク感度調整処理、ＡＬＣ処理、低域補正処理、ローカットフィルタ処理、録音ピークリ
ミッタ処理、セルフタイマ処理、ＶＡＳ処理それぞれを実行するためのパラメータとして
、ステップＳ３４において選択された対応レコードにより定められたパラメータが設定さ
れる。
【００９９】
　以上説明したように本実施の形態におけるＩＣレコーダ１は、ユーザがダイヤル２５を
回転させて、第１指向性マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７それぞれが
指向する方向が予め定めた第１～第３方向パターンのいずれかに切り換えられると、第１
～第３方向パターンのうちから切り換えられた後の方向パターンを検出する。そして、第
１指向性マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７により出力される音に、符
号化処理、マイク感度調整処理、ＡＬＣ処理、低域補正処理、ローカットフィルタ処理、
録音ピークリミッタ処理、セルフタイマ処理およびＶＡＳ処理を含む複数種類の処理それ
ぞれ実行するために用いる複数のパラメータを、第１～第３方向パターンのうち検出され
たものに、対応テーブル１１１により複数種類の処理ごとに対応付けられたパラメータに
設定する。このため、第１指向性マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７そ
れぞれが指向する方向を、第１～第３方向パターンのいずれかに切り換える操作だけで、
第１指向性マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７よりそれぞれ出力される
音に複数種類の処理を実行するために用いるパラメータを設定することができる。
【０１００】
　また、第１～第３方向パターンのうちいずれかに切り換えられたことが検出される場合
、ユーザによる切換指示が受け付けられることを条件に、対応テーブル１１１により検出
された方向パターンに対応付けられた複数種類の処理ごとに対応付けられたパラメータに
設定する。このため、第１～第３方向パターンのうちいずれかに方向パターンを切り換え
た後に、切換指示が受け付けられなければ、検出された方向パターンに対応テーブル１１
１により対応付けられた複数種類の処理ごとに対応付けられたパラメータに設定しないの
で、録音条件を変更することなく、第１指向性マイクロホン４５および第２指向性マイク
ロホン４７それぞれが指向する方向だけを切り換えることができる。
【０１０１】
　さらに、ユーザが、４つのシーン選択画面２１０、２２０，２３０，２４０のいずれか
がＬＣＤ６５に表示されている段階で、決定ボタン１９を押下すると、４つのシーン選択
画面２１０、２２０，２３０，２４０のうち決定ボタン１９が押下された時点で表示され
ているシーン選択画面に対応するシーンを選択する。そして、ユーザによりシーンが選択
されることに応じて、４つのシーンのうちユーザにより選択されたシーンに対して、対応
テーブル１１１により対応付けられた複数種類の処理ごとに対応付けられたパラメータに
設定する。このため、ユーザは４つのシーンのうちから１つを選択する操作をすれば、第
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関係なく、第１指向性マイクロホン４５および第２指向性マイクロホン４７より出力され
る音に複数種類の処理を実行するために用いるパラメータを設定することができる。
【０１０２】
　なお、本実施の形態においては、録音装置の一例としてＩＣレコーダ１を例に説明した
が、図１４～図１７に示した処理をＩＣレコーダ１に実行させる録音条件設定方法、また
、その録音条件設定方法をＣＰＵ１１に実行させる録音条件設定プログラムとして発明を
捕らえることができるのはいうまでもない。
【０１０３】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【符号の説明】
【０１０４】
　１　ＩＣレコーダ、５　集音部、７　操作部、１１　ＣＰＵ、２５　ダイヤル、２６，
２６Ａ，２６Ｂ　突起部、３１　コーデック、３３　ＡＬＣ部、３５　感度調整部、３７
　ローカットフィルタ部、３９　低域補正部、４１　録音ピークリミッタ部、４３　エン
コーダ／デコーダ、４５　指向性マイクロホン、４５Ａ　回転軸、４７　指向性マイクロ
ホン、４９　無指向性マイクロホン、４５Ａ，４７Ａ　回転軸、５１　ＲＡＭ、５３　ス
ピーカ、５５　ヘッドホン端子、５７　外部メモリコントローラ、５７Ａ　メモリカード
、５９　ＥＥＰＲＯＭ、６１　シリアルインターフェース、６３　ＲＯＭ、６５　ＬＣＤ
、６７　位置検出センサ、６９　バス、７１　検出部、７３　選択受付部、７５　設定部
、７７　切換指示受付部、７９　録音制御部、８１　符号化制御部、８３　ＶＡＳ制御部
、８５　セルフタイマ制御部、８７　感度調整制御部、８９　ＡＬＣ制御部、９１　低域
補正制御部、９３　ローカットフィルタ制御部、９５　録音ピークリミッタ制御部、１０
１　ＶＡＳ部、１０３　セルフタイマ部、１０７　変更指示受付部、１０９　変更部、１
１１　対応テーブル、１１３　方向パターンテーブル、２００　基本画面、２０１　シー
ンボタン、２１０，２２０，２３０，２４０　シーン選択画面、２５０，２６０，２７０
　第１～第３推奨シーン決定画面。
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